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■目指すべき都市像

「ひと」「ゆき」「みどり」の織りなす輝きが、
豊かな暮らしと新たな価値を創る、
持続可能な世界都市・さっぽろ

■分野横断的に取り組むプロジェクトの設定

・ユニバーサル（共生）プロジェクト
・ウェルネス（健康）プロジェクト
・スマート（快適・先端）プロジェクト
・人口減少緩和 プロジェクト

■まちづくりの分野ごとの事業

・第２次札幌市まちづくり戦略ビジョンを実現する
ための中期的な実施計画

・計画期間（2023年度～2027年度の５年間）

ビジョン編

アクションプラン
2023

戦略編

第２次
まちづくり
戦略ビジョン
（R4年10月）

計画体系

札幌市 まちづくり計画体系

札幌市制100周年

令和４年８月１日

札幌市 市制100周年

100周年記念
花電車

（R5年12月）

１.札幌市のまちづくりと路面電車について
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※R４（2022）年度実績

交通機関
１日あたりの
利用者数※

路線延長
（駅数）

大
量
輸
送

ＪＲ 約18万2千人
50.6km
（26駅）

地下鉄 約55万2千人
48km

（49駅）

中
量
輸
送

路面電車 約2万1千人
8.9km

（24箇所）

バス 約23万5千人

地下鉄

JR

路面電車

新幹線

（参考）R4年度人口 約197万人
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１.札幌市のまちづくりと路面電車について

札幌市の公共交通ネットワーク図



停留場 (３箇所)の新設

サイドリザベーション方式箇所図

平成27年(2015年)12月20日

ループ化路線 開業

約400ｍ

ループ化の効果

ループ前
（H25-26）

ループ後
（H28-29）

22,117
人/日

24,555
人/日

■1日あたり利用者数

＋2,438人（1.1倍）

ループ前
（H25-26）

ループ後
（H28-29）

55件/年 215件/年

■車イス利用者数

＋160件（3.9倍）
すすきの

大 通

開業セレモニー
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１.札幌市のまちづくりと路面電車について

■ループ化事業概要



新幹線東改札口
（整備予定）

計画段階評価資料

時計台

市役所

北４東６
周辺地区

南２西３
南西地区

北海道新幹線 札幌延伸

札幌バスターミナル

テレ
ビ塔

水素ST
北３東11
周辺地区

北海
道庁

凡例
整備済

整備中・計画中
R5年9月時点
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１.札幌市のまちづくりと路面電車について

北海道新幹線開業を見据えた周辺の開発状況



藻岩山からの夜景

大通公園

すすきの

・高い需要密度に対応

（特に冬期）

・誰でも乗降しやすい

・観光客の足

kitara

豊平館
北海道立
文学館

時計台

札幌市資料館

中央区役所

水道記念館

藻岩山
ロープウェイ 中央図書館

北大植物園

凡例
観光施設・公共施設 まちの

リニューアル

沿線施設 と まちのリニューアル の相乗効果都心の公共交通
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１.札幌市のまちづくりと路面電車について

■路面電車の役割
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（1972.4.1）

冬季オリンピック開催
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0

1940

市制施行
100周年
(2022.8.
1)
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１.札幌市のまちづくりと路面電車について

札幌市の総人口及び年齢階層別割合の推移



■延伸検討

延伸は極めて困難

・沿線土地利用の制限解消は困難

・道路交通や経済活動に大きな影響

■物理的な課題の検討

・全ての検討ルートにおいて

延伸初年度から赤字が継続する
見通し

・既存線の経営にも影響する可能性

■コスト面の検討

より多くの賑わいを運ぶため、路面電車とJR駅を
結ぶ「都心地域」「創成川以東地域」「桑園地域」
の３地域への延伸を検討

総合的に判断

【検討結果概要】

既存線の維持活用 新たな公共交通システムの検討
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まちのシンボル 都心の魅力向上

北海道神宮祭 神輿運行

ササラ電車
札幌駅前通(サイドリザベーション)

モユク前 AOAOラッピング

ココノ前(すすきの交差点)

モユクサッポロ(2023年7月開業)
商業施設・都市型水族館AOAO・高層マ
ンションが一体となった複合施設

ココノススキノ(2023年11月開業)
商業施設・映画館・ホテルが一体となっ
た複合施設

都心のまちづくりに活用
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１.札幌市のまちづくりと路面電車について

■既存線の維持活用



１.札幌市のまちづくりと路面電車について

■利便性向上：停留場バリアフリー化
改修前 改修後

・車両との
段差解消

・スロープ、
手摺りの設置

・停留場の幅確保

■乗り心地向上：制振軌道化
工事概要

車両通過時の
振動を低減

軌道断面

本線レール

ガードレール

ゴムシュート

・本線レールの内側にガードレールを設置し、その間にゴムシュートを挟み、振動を抑える
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▼改修後のレール



１.札幌市のまちづくりと路面電車について

■バリアフリー化、まちの魅力向上：低床車両の導入

シリウス（単車タイプ） ポラリス(3連接タイプ)

低床車両13両＋在来車両23両
＝ 全36両

※Ｒ6年10月時点

ポラリス（内装）
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■利用促進：企画乗車券、電車コンテンツ化

雪ミク電車（R5）ポケモンGOラッピング(R4)

モバイル
対応
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１．路面電車と新たな公共交通システムの関係性

 新たな公共交通システムは路面電車の延伸検討から派生したもの

⇒都心に魅力と賑わいをもたらす路面電車の特性を持たせたい考え

 路面電車と新交通がシームレスに接続し、上記の効果を向上させるとともに利用促進につなげたい

 国費要望では同じ整備計画において、いづれもまちづくりと連動した交通政策と位置づけ

都心の魅力
と賑わい

計画の目標

　持続可能な都市経営を行うには、主要な交通結節点の周辺などに都市機能の集積が進んでいるとともに、市民生活・経済活動を支える持続可能な交通ネットワー
クが確立されていることが重要である。
　これを実現するため、都市機能の集積については、「札幌市都市再開発方針」（H28.3策定）において、「民間投資を呼び込みまちづくりを推進する再開発の展
開」を重点テーマに掲げ、「高次な都市機能の集積や魅力ある都市空間の創出を図る」ことや「生活利便施設の集積や交流機能の創出を図るととともに、居住機能
との複合化を促進する」こと等により、「魅力的で活力ある都心の創造」や「個性あふれ生活を豊かにする拠点の形成」を目指すこととしている。また、交通ネッ
トワークについては、札幌市総合交通計画(R2.3改定)において、「誰もが安全・安心に移動できるまちづくりのために、交通施設や車両のバリアフリー化に取り組
むこととし、路面電車の低床車両導入や軌道施設のバリアフリー化等を進める」とともに、「利便性の高い都心での暮らしなど、札幌らしいライフスタイルを実現
するために、地域状況に応じた持続可能な交通環境の形成を図ることとし、新たな運行手段（デマンド交通等）の導入を検討する」こととしており、都心の賑わい
創出や公共交通の利用促進につなげたいと考えている。
　これら都市機能の集積と交通ネットワークの充実を一体的に行うことで、相乗効果を発揮し、魅力的で快適な都市の実現を図る。

社会資本総合整備計画：「道都札幌にふさわしい活気に満ちあふれた魅力あるまちづくり」
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2. 路面電車と新たな公共交通システムの関係性
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【図1 都心部周辺の開発状況】 【図2 水素ステーションの完成イメージ】

3. 新たな公共交通システムの検討について

■ 検討の背景
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【図3 訪日外国人旅行者数の推移】 【図4 札幌市のバスネットワーク】 18

3. 新たな公共交通システムの検討について

■ 検討の背景



「誰でも、手軽に、どこにでも行ける 魅力と賑わいあふれるまち」

新たな公共交通システムの構築 ～ まちづくり政策と交通政策の融合 ～

主な検討対象地域：創成川以東地域
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3. 新たな公共交通システムの検討について

■ 新たな公共交通システムの特徴・イメージ図
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3. 新たな公共交通システムの検討について

■ 本格運行時（2030年）の基本的な方向性
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3. 新たな公共交通システムの検討について

■ 本格運行時（2030年）の基本的な方向性
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3. 新たな公共交通システムの検討について

■ 社会実験の概要
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3. 新たな公共交通システムの検討について

■ 検討体制・スケジュール


